
パ
ラ
ヶ
ル
ス
ス
亀
閏
四
８
言
“
．
匡
忠
ｌ
忌
虐
）
は
そ
の
数
奇
を
き
わ

め
た
生
涯
と
深
遠
か
つ
難
解
な
思
想
と
の
ゆ
え
に
、
多
く
の
医
学
史

家
の
み
な
ら
ず
何
人
か
の
文
学
者
の
興
味
を
惹
い
て
き
た
。
例
え
ば

ゲ
ー
テ
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
や
現
代
作
家
の
中
で
は
マ
ル
グ
リ
ッ
ト
・
ユ

ル
ス
ナ
ー
ル
の
小
説
「
黒
の
過
程
」
闇
》
○
①
巨
弓
の
脚
巨
己
○
胃
）
）
（
岳
囲
）

に
そ
の
投
影
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
パ
ラ
ヶ
ル

ス
ス
が
実
名
で
登
場
す
る
い
く
つ
か
の
作
品
を
と
り
あ
げ
て
象
た

い
。

①
英
国
の
詩
人
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
。
（
罰
８
２
犀
。
乏
昌
‐

甘
巴
の
初
期
の
習
作
に
「
パ
ラ
ヶ
ル
ス
ス
」
（
届
閉
）
と
題
す
る
長

詩
が
あ
る
。
五
部
か
ら
成
る
こ
の
詩
劇
は
劇
で
あ
る
よ
り
は
詩
で
あ

り
、
そ
の
主
題
は
知
と
愛
と
の
相
剋
に
あ
る
。
知
の
万
能
を
過
信
し

て
自
然
の
探
求
に
そ
の
生
涯
を
燃
焼
さ
せ
た
パ
ラ
ヶ
ル
ス
ス
が
、
死

の
床
に
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
愛
の
貴
さ
を
知
る
と
い
う
、
き
わ
め
て

文
学
に
現
わ
れ
た
パ
ラ
ヶ
ル
ス
ス
像

大
橋
博
司

難
解
な
形
而
上
学
詩
が
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
が
描
く
と
こ
ろ
の
パ
ラ
ヶ
ル

ス
ス
像
で
あ
り
、
む
し
ろ
若
き
日
の
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
自
身
の
告
白
で

あ
ろ
う
か
。

③
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
文
学
者
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
シ
ュ
ニ
ッ
ッ
ラ

ー
（
宵
昏
貝
呼
冒
旨
胃
）
に
も
一
幕
劇
「
パ
ラ
ヶ
ル
ス
ス
」
が
あ

る
。
こ
れ
は
一
八
九
八
年
に
発
表
さ
れ
一
八
九
九
年
ブ
ル
ク
劇
場
に

お
い
て
初
演
さ
れ
た
。
場
面
は
一
六
世
紀
初
頭
の
バ
ー
ゼ
ル
で
あ

り
、
主
人
公
・
ハ
ラ
ヶ
ル
ス
ス
は
偉
大
な
催
眠
術
者
と
し
て
登
場
す

る
。
貞
淑
な
人
妻
の
無
意
識
の
願
望
を
催
眠
術
に
よ
っ
て
浮
び
上
ら

せ
た
主
人
公
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
夢
と
眼
覚
め
、
真
実
と
虚
偽
と
は
互
に
流
動
す
る
。
．
…
・
確
か

な
こ
と
な
ど
ど
こ
に
も
な
い
。
…
…
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
者
こ
そ

賢
者
な
の
だ
。
」

ち
な
み
に
シ
ュ
ニ
ッ
ッ
ラ
ー
は
作
家
と
な
る
前
に
、
ウ
ィ
ー
ン
大

学
精
神
科
に
お
い
て
マ
イ
ネ
ル
ト
教
授
の
も
と
で
精
神
医
学
を
学

び
、
と
く
に
催
眠
術
に
関
す
る
論
文
も
書
い
て
い
る
。
彼
が
精
神
医

学
修
業
時
代
に
学
ん
だ
催
眠
術
か
ら
の
体
験
は
、
か
か
る
現
実
と
夢

想
と
の
、
真
実
と
虚
偽
と
の
相
対
性
、
交
代
性
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ

が
シ
ュ
’
一
ツ
ッ
ラ
ー
の
「
世
界
観
」
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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③
二
○
世
紀
の
ド
イ
ツ
人
作
家
コ
ル
ベ
ン
ハ
イ
ャ
ー
ｅ
⑦
、

尿
。
厚
”
ｇ
ｇ
ｇ
）
の
「
。
〈
ラ
ヶ
ル
ス
ス
三
部
作
」
食
臨
目
。
鳥
目
ぃ
・
閉
○
日
画
ロ
ー

弓
邑
○
四
①
》
》
（
岳
岳
ｌ
ご
ｇ
）
は
ド
イ
ツ
の
み
な
ら
ず
諸
国
の
知
識
人
に

．
〈
ラ
ヶ
ル
ス
ス
の
名
を
広
め
た
。
こ
の
大
作
は
そ
の
文
体
Ｉ
会
話

は
す
べ
て
マ
ル
タ
ー
、
パ
ラ
ケ
ル
ス
ス
時
代
の
ド
イ
ツ
語
が
用
い
ら

れ
て
い
る
ｌ
や
歴
史
的
細
部
に
い
た
る
ま
で
、
ま
さ
し
く
歴
史
小

説
に
ふ
さ
わ
し
い
が
、
ゼ
ッ
プ
・
ド
ー
マ
ン
ド
ル
（
貯
弓
己
。
目
自
ら
）

の
批
判
に
よ
る
と
、
残
念
な
が
ら
パ
ラ
ヶ
ル
ス
ス
思
想
の
哲
学
的
理

解
の
点
で
、
著
し
い
欠
陥
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
コ
ル
ベ
ン
ハ
イ
ャ

ー
の
そ
の
後
の
ナ
チ
ズ
ム
へ
接
近
が
、
一
時
的
に
も
せ
よ
．
〈
ラ
ケ
ル

ス
ス
像
の
歪
曲
を
招
来
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
た
残
念
と
い
わ
ざ

る
を
え
な
い
。

側
一
九
七
一
年
、
九
十
歳
で
死
亡
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
詩

人
、
劇
作
家
マ
ッ
ク
ス
・
メ
ル
（
冒
異
胃
の
ｅ
は
そ
の
生
涯
を
か
け

て
練
り
上
げ
た
珠
玉
の
作
品
、
「
パ
ラ
ヶ
ル
ス
ス
の
庭
Ｉ
演
劇
的

幻
想
」
一
己
の
烏
①
画
鼻
９
号
吻
崗
閏
画
８
］
旨
い
．
ロ
圖
日
四
房
ｇ
ｏ
崗
冨
回
国
骨
〕
）

（
ご
墓
）
を
残
し
て
い
る
。
多
く
の
象
徴
と
隠
嶮
を
散
り
ぱ
め
た
幻
想

劇
で
、
ブ
ル
ク
劇
場
の
劇
作
家
で
あ
る
と
共
に
。
ハ
ラ
ヶ
ル
ス
ス
の
研

究
家
で
も
あ
っ
た
メ
ル
の
テ
ク
ス
ト
に
は
、
随
所
に
パ
ラ
ヶ
ル
ス
ス

自
身
の
言
葉
が
配
さ
れ
て
い
る
。
場
所
は
ザ
ル
ッ
ブ
ル
ク
、
年
代
は

一
五
四
一
年
、
彼
の
没
年
の
出
来
事
で
あ
る
。

⑤
東
独
の
現
代
作
家
ロ
ー
ゼ
マ
リ
ー
・
シ
ュ
ー
ダ
ー
（
戸
。
唾
。
‐

目
目
③
評
冒
号
局
）
に
も
パ
ラ
ヶ
ル
ス
を
主
人
公
と
し
た
小
説
が
あ

る
。
「
パ
ラ
ヶ
ル
ス
と
悦
楽
の
園
」
《
も
胃
騨
月
言
い
宮
且
号
『
①
胃
蔚
巨

号
局
旧
房
蔚
》
》
Ｇ
・
少
昌
．
岳
尉
）
で
、
彼
女
に
は
．
ハ
ラ
ヶ
ル
ス
ス
の

同
時
代
者
で
あ
る
ア
グ
リ
ッ
パ
・
フ
ォ
ン
・
ネ
ッ
テ
ス
ハ
イ
ム

（
僑
号
肩
ぐ
。
旨
ｚ
の
胃
吻
胃
冒
）
を
あ
つ
か
っ
た
小
説
や
、
「
悦
楽
の

園
」
そ
の
他
の
作
品
で
有
名
な
画
家
ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス
・
ポ
ッ
ス
の
研

究
書
も
あ
る
。
彼
女
の
「
。
〈
ラ
ヶ
ル
ス
ス
」
は
一
応
歴
史
小
説
の
形

を
と
り
、
一
五
二
六
年
バ
ー
ゼ
ル
の
フ
ロ
ー
ベ
ン
ー
当
時
の
人
文

主
義
者
た
ち
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
り
、
か
つ
彼
等
の
著
作
の
出
版
主
で

も
あ
っ
た
Ｉ
の
も
と
に
姿
を
現
わ
し
た
パ
ラ
ヶ
ル
ス
ス
を
中
心

に
、
物
語
が
展
開
す
る
。

以
上
の
諸
作
品
の
芸
術
的
評
価
に
つ
い
て
は
文
芸
批
評
家
に
ゆ
ず

ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
医
家
．
ハ
ラ
ヶ
ル
ス
ス
ヘ
の
関
心
が
多
く
の
秀

れ
た
作
家
の
眼
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

興
味
深
い
。
以
上
に
各
作
品
の
出
典
を
挙
げ
て
お
く
。

ｅ
”
○
冨
貝
犀
○
ミ
ロ
言
明
甸
○
①
目
亜
四
目
Ｑ
国
畠
い
、
冒
曾
○
旦
巨
の
ａ
す
ぐ
』

（28） 122



卑
語
○
目
．
ぐ
○
一
．
旨
岳
困
１
房
瞳
．
固
く
ｇ
く
冒
画
己
昌
〕
ぃ
目
耳
目
ぎ

Ｑ

Ｆ
ｏ
ご
ｇ
ｏ
ご
房
④
、
奈

重
シ
門
昏
巨
吋
砕
言
昌
圃
庁
同
口
麗
９
口
目
助
房
目
①
三
行
島
．
国
昌
騨

蜀
肘
○
ず
①
凝
蜀
吋
営
〕
岸
津
』
鼻
曽
昌
夛
畠
菖
昌
心
胃
⑮
『
い

、

、

色
固
・
①
．
尻
○
房
⑦
巨
彦
ｑ
①
同
屯
胃
画
８
旨
腸
．
”
○
口
目
目
‐
弓
邑
○
四
⑦
、

ダ
、

旧
の
彦
日
四
回
目
》
夛
自
唇
昌
９
５
回
．
》
黒
④
④
今

ｓ
岬
冨
脚
桝
ア
房
房
己
胃
①
胃
房
旨
旦
隅
弓
四
時
ｐ
の
①
冒
易
．
己
愚
冒
四
房
ｇ
】
①

弔
琶
四
目
冨
巴
の
、
聾
角
旨
．
の
３
国
シ
ミ
計
】
］
南
忠
言
・
岳
忌
、

負
、

曇

、

（
里
閃
○
い
の
日
四
国
の
、
ｇ
匡
旦
①
罵
弔
胃
固
８
房
目
堕
厘
昌
口
号
詞
の
胃
蔚
目
号
時

Ｆ
房
同
閃
○
昌
画
Ｐ
閃
葺
蔚
口
己
．
Ｆ
ｏ
の
旨
冒
中
国
⑦
堅
旨
〉
餌
シ
ロ
津
〉

』
の
『
①
．

（
京
都
大
学
解
剖
）

ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
ー
ル
〈
γ
Ｉ
フ
エ
（
一
六
六
八
’
一
七
三
八
）
の
有
名

な
座
右
の
銘
「
単
純
は
真
理
の
し
る
し
な
り
」
《
面
目
亀
Ｆ
園
〆
く
ぼ
冒

閏
①
眉
目
房
亀
．
の
語
源
は
、
彼
が
ギ
リ
シ
ャ
語
に
極
め
て
堪
能
で

あ
っ
た
た
め
、
ギ
リ
シ
ャ
の
悲
劇
作
家
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
（
紀
元
前
五

世
紀
）
の
悲
劇
『
フ
ェ
ニ
キ
ア
の
女
た
ち
』
の
四
六
九
行
目
の
せ
り

ふ
身
ご
牙
。
息
言
の
司
労
曼
急
匙
男
ざ
こ
当
真
理
の
言
葉
は
単
純

で
あ
る
」
を
ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
し
た
も
の
と
思
う
。
英
訳
す
れ
ば

弓
胃
乏
Ｏ
ａ
ｇ
ｓ
①
再
巨
昏
計
唖
唾
冒
も
庁
と
な
る
。

ブ
ー
ル
ハ
ー
フ
エ
は
ラ
テ
ン
訳
す
る
時
ぐ
①
号
胃
目
「
言
葉
」
と
せ

ず
に
”
喧
冒
目
「
小
さ
な
し
る
し
」
と
表
現
し
た
の
は
腎
号
庁
×
と

い
う
形
容
詞
の
語
義
に
も
う
ま
く
照
応
し
、
謙
虚
な
ラ
テ
ン
語
訳
と

思
う
。
（
京
都
市
開
業
）

ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
ー
ル
ハ
ー
フ
ェ
の

座
右
の
銘
「
単
純
は
真
理
の
し

る
し
な
り
」
の
語
源
に
つ
い
て

守
屋
正
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